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１ はじめに 
	
 	
 中学校第二学年で学習する「天気とその変化」
の単元において,中学校理科学習指導要領解説理
科（2008）1)には「天気図や気象観測のデータなど
から,高気圧,低気圧のまわりの風の吹き方に触
れ,その上で前線付近の暖気と寒気の動きに気付
かせる。」というねらいがある。	
 

	
 	
 科学技術振興機構（JST）報告書(2008)	
 2)によ
ると,等圧線によって描かれた地上気圧分布図が,
天気図として日々の天気予報に活用されている
理由は,気圧が地上付近の風の吹き方を示すのみ
でなく,雲の生成を決める基本的な条件を表して
いると指摘している。しかし,井出ら(1992)	
 3)に
よると,生徒は天気図上の前線を伴った低気圧を
見て,どの地点が悪天候かは予測できるが,低気
圧の各地点における風向を正しく理解している
生徒は半数ほどであったことから,風向に関する
理解が不十分であると指摘している。つまり,低
気圧等の同心円状の等圧線から風向を判断する
ことは生徒にとって容易ではないと考えられる。	
 
２ 中学校教科書における記載内容	
 

  過去 20 年間において 5 回教科書改訂が行われ
た。その期間に 5 社が発行した教科書における
「低気圧、高気圧での風の吹き方」に関する図に
ついて調査した。その結果,現行より前の教科書
では,風の吹き方を説明するために高気圧と低気
圧をモデル化した図を用いている例は全 20 件中
4 件であった。それに対して,現行の学習指導要
領をもとに作成された教科書では,5 社中 4 社が
高気圧・低気圧をモデル化した図を用いていた。
そのうち 3 社は水圧モデルを図示し,残りの 1 社
は天気図を地形図に例え,気圧断面図を図示して
いる。水圧モデルでは風の吹き方を水の流れに例
え,水圧の高い方から低い方へ水が流れることか
ら,風の吹き方を視覚的に理解させるねらいがあ
る。出版社に問い合わせたところ,水圧と気圧に
ついては中学校第一学年で学習しており,その上,
生活経験などから実感できるモデルとして有効
なため,採用していると回答している。一方,気圧
断面図を図示している出版社では,高気圧が山で
低気圧が谷と考え,山から谷に向かって水が流れ
るように,高気圧から低気圧に向かって大気が動
き,風が発生すると表現している。等圧線を気圧
断面図で表現することで,等圧線の間隔と風力の
関係,気圧の分布と風向との関係を読み取ること
をねらいとしている。	
 

３ 実際の天気図をモデル化した教材づくり	
 
	
 実際の天気図を立体視するモデル教材を作
成した実践は多く存在するが,小松ら(2008)	
 4)

によれば,段ボール・発泡スチロールで作った
立体的な天気図は,気象現象の表現は出来ても
他の立体化した図との重ね合わせは出来ない
と指摘している。また,不透明であるがゆえ平
面である実際の天気図を透過して見ることは
できない。福岡(1984)	
 5)では,	
 地形図上に透明
板を重ね,透明板上に等高線に沿ってペンでト
レースした教材がある。数枚の透明板を重ねれ
ば立体的な地形図ができ,平面的な地形図の上
から山・谷・傾斜などを立体的にとらえさせる
ことができると福岡は指摘している。これは天
気図にも応用でき,透明板を用いた等圧線によ
る立体的な天気図を長野県総合教育センター
研究紀要では実習教材として紹介している。し
かしコスト高であり,作成までに時間がかかる
という問題がある。
４ 教育現場で実現可能な教材の開発
教育現場で実現可能な教材を作るために,透

明板の重ね合わせと同様の原理を表現する AR
技術の利用を考えたい。AR 技術を応用し,タブ
レット端末等で見た天気図に補助線として等
圧線と気流を一定の間隔ごとに重畳表示する
ことで,透明板を用いた立体天気図と同じ原理
で表現できる。AR 教材の利点は,端末を動かす
ことで,色々な方向から立体天気図を見ること
ができ,大気の動きを立体的に見せることであ
る。さらに小松ら(2014)	
 6)によれば,AR 教材は
自分の手でタブレットを動かすということで,
体感を通した理解促進となることを指摘して
おり,経験による学習効果を高めるという利点
もある。研究の詳細については,当日発表する。	
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